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	補助療法（化学療法、放射線療法など）に関する研究
	当科では手術を中心とした治療を行っておりますが、手術との組み合わせで化学療法や放射線療法も行っております。これらの治療を手術治療の対象とならない患者さんに対して行うこともあり、また再発した場合などでも同様に行う場合があります。こういった治療法の成果を広く公表していくことで、どういった患者さんにどのような治療を行うのが適切であるかなど、広く情報共有を行うことができます。またそういった成果をもとに、新しい治療法を提案することも可能となります。新規に開発された薬剤や、新しい組み合わせの治療法なども臨床試...

